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研究成果の概要（和文）：帝国日本の国民統合が進んだ1930年代、植民地においてそうした国

民統合から疎外された人々をアジア・ディアスポラと名付けた上で、彼らが既存の地域や社会

から引き裂かれた転向という受難の体験を、日本人とアジア・ディアスポラの共通体験と捉え

直すことで、植民地近代の問題群に新しいアプローチを行った。アジア・ディアスポラの転向

体験を再発見し、これまで親日派、反革命の名の下に埋もれていた多くの歴史的事実を発見し、

その意味を問い直すことによって、自民族中心的な東アジアのナショナリズムを脱却する方法

的視座を得た。 

 
研究成果の概要（和文）：In this study, we focused on the Asian diaspora who had 
been alienated from the national integration in the Japanese colonial empire 
in the 1930s. In most preceding studies, a large number of historical facts 
have been hidden under the name such as “pro-Japanese” and 
“counter-revolutionary”. And this study provides a new approach. Although 
the Asian diaspora were torn from their existing communities and societies, 
and it caused the phenomenon of “conversion”, but we also should emphasize 
that it was the common experiences of the Asian diaspora also the Japanese. 
From this angle, we found out various issues of the modern colonialism in 
East Asia. The result of our study clearly shows that we gained a new 
perspective to overcome the ethnocentric nationalism in today’s East Asia . 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 1930年代帝国日本における転向は、共同
研究『転向』が「近代日本社会の構造の総体

的な把握に失敗したことから生まれた思考

変化」と名付けて以来、多義的な意味が注目

されるようになった。それは、台湾、朝鮮、

満洲国など植民地広域圏の「親日派」「漢奸」

の動きとも密接に関連していたのである。転

向体験が、共産革命から伝統日本への回帰と

して起こると同時に、台湾人と朝鮮人の土着

文化からの切断や、満州国に移住した日本・

台湾・朝鮮の人々のアイデンティティー危機

という形でも起こったことについて、研究が

進められてきた。 
 

(2) 本研究は、こうした研究史を踏まえなが
ら、帝国日本の国民統合が進むにつれて社会

や地域から疎外されたこうした人々をアジ

ア・ディアスポラと名付けた上で、転向体験

を国家や社会から地域・個人のレベルへと拡

大し、1930 年代帝国日本における転向とい
う受難の体験を、狭義の日本人とアジア・デ

ィアスポラの共通体験として検討を加えよ

うとした。 
 
 
２．研究の目的 
(1) グローバル化する現代世界にあって、東
アジアは人やモノが激しく移動するにもか
かわらず、国家、民族間の境界が硬いシステ
ムを構築している地域の一つである。東北ア
ジアにおける朝鮮族の移住は国家間の融和
をもたらす方向には向かっていないし、グロ
ーバリズムの潮流にもかかわらず、現代日本
はますます自閉的な社会に変貌しつつある。 
 
(2) 本研究は、グローバリズムとナショナリ
ズムがこのように奇妙に並存している理由
が、1930 年代帝国日本の転向体験の内、ア
ジア・ディアスポラの体験が捨象された事態
にあるという仮説の下に行われた。そして、
アジア・ディアスポラの転向体験を再発見す
ることで、過去の転向体験そのものを豊かに
し、こうした受難の体験の中に、現代東アジ
アの混迷するナショナリズムを乗り越える
ような手がかりを見出すことを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
(1) アジア・ディアスポラの使用言語の複数
性（植民地漢文、中国白話文、台湾話文、ハ
ングル）とテキストの異種混淆性の言説分析
を行う。 
 

(2) アジア・ディアスポラの転向体験を、書
かれたテキストではない、語られた歴史（オ
ーラル・ヒストリー）のレベルから再構築す
る。 
 
(3) 言説分析とオーラル・ヒストリーを手が
かりに、1930年代の転向体験が含意してい
る植民地主義の理論的再検討を行う。 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究初年度である２００９年度は、アジ
ア・ディアスポラ研究を進めるための研究チ
ーム（「言説分析チーム」「口述歴史チーム」
「理論動態チーム」）を立ち上げた上で、過
去のアジア・ディアスポラに関する研究史を
整理し、5 月に、小コロキウム「アジア・デ
ィアスポラの転向体験に関する研究史の整
理」を開催した。10月には、中国社会科学院
文学研究所の楊義所長をお招きして、近代中
国におけるディアスポラ文学の諸相につき、
シンポジウムを行った。そうした成果の上に、
2010 年 1 月と 3 月、高雄市、ソウル市にお
いてアジア・ディアスポラに関するオーラ
ル・ヒストリー調査に従事し、1930 年代の
転向体験に関する新たな歴史事実の発掘を
行った。 
                      
(2) 研究 2 年目である２０１０年度は、「言
説分析チーム」「口述歴史チーム」「理論動態
チーム」がそれぞれ個別研究を進めた上で、
10 月・11 月に、華東師範大学思勉人文高等
研究院の許紀霖、楊国栄の二教授をお招きし
て、1930 年代の東アジアにおける共産革命
や近代化の動きと転向との内在的関連をめ
ぐって共同討議を行った。また、そうした研
究や討論に並行して、2010 年 5 月に、韓国
釜山市においてアジア・ディアスポラに関す
る社会調査に従事した。 
 
(3) 研究最後の２０１１年度は、3 年間の共
同研究の総括を行った。以下に、その成果を
まとめた報告書の目次を掲げる。 
 
序：植民地近代とアジア・ディアスポラの

思想文学（緒形康）   
第一部：近世(early modern)における植民

地主義と言説空間 
「一六世紀の海港都市「堺」表象について

の覚書」（樋口大祐） 
「前近代における怪異譚の思想変節

をめぐって」（門脇大） 
第二部：植民地近代のアイデンティティー 
「龍済光政権期の広東地域エリート」（宮

内肇） 
「海を渡る源義経―貴公子の悲劇とその



語り手の系譜―」（藪本勝治） 
「翻訳から見る昭和の哲学―京都学派の

エクリチュール」（上原麻有子） 
「楊千鶴の日本語創作をめぐって」（濱田

麻矢） 
第三部：植民地近代からする「転向」現象

再考 
「一九三〇年代の封建遺制論争、資本主義

論争におけるアジアの影」（緒形康） 
「幕末勤皇歌研究と時局」（田中康二） 
「田辺元『懺悔道としての哲学』における

転回・理性批判の射程――ホルクハイマー／
アドルノ『啓蒙の弁証法』との比較試論――」
（嘉指信雄） 
「白先勇『孽子』と台北――移ろいゆく都

市の記憶」（小笠原淳） 
 
(4) (3)の報告書の内容に見られるように、本
研究は、当初の計画であった 1930 年代とい
う時代設定を大きく拡大して、16世紀以来の
アジア・ディアスポラの転向現象を中心に、
植民地近代の総体的問題群を取り扱うこと
ができた。 
 
(5) 本研究を通じて、16世紀から 1930年代
帝国日本の思想史研究が、宗主国日本と旧植
民地地域でそれぞれ別個に進められてきた
潮流に対して、それら相互の思想連関を重視
した新しい方向性を示すことができた。 
 
(6) すなわち、日本の過去の転向研究は、社
会システムとの諸関係において考察された
が、それらが注目したのは、天皇制ファシズ
ムへと収斂する国民国家体制の内部構造に
過ぎなかった。植民地広域圏の多様な社会シ
ステムという外部構造が日本の転向思想に
与えた影響については十分な考察がなされ
なかった。本研究は、広域圏の植民地問題に
着目することで、日本の転向体験が持つ内部
と外部の異種混淆的な性格を発見したこと
に第 1の特色がある。 
 
(7) 他方、韓国、台湾、中国大陸の 1930 年
代研究は、1945 年以後の国家や地域の自立
を準備するような、ファシズム日本との対抗
思想の研究に力点を置き、転向体験は親日、
反革命の現象に過ぎないとして深い分析を
加えなかった。しかしながら、植民地的主体
にとって、抵抗と服従、被支配と支配の構造
は二項対立的なものではなく、非転向の転向
がありうると同時に、転向の非転向がありえ
た。アジア・ディアスポラの転向体験は、反
体制的な革命運動以上に、革命的な要素を内
包している可能性がある。このような意味で
の広域圏の転向体験の発掘と評価に、本研究
の第 2の特色がある。 
 

(9) この共同研究を通じてアジア・ディアス
ポラの思想営為を明らかにすることで、20
世紀の東アジア思想通史が 1945 年で分断さ
れている現状を打破する可能性を提示でき
た。ここで 1945 年の分断という意味は二重
である。第 1は、日本社会の研究が 1945年
前後での断絶を強調するのに対して、植民地
主義の立場から連続的な視点に基づいた思
想史モデルを提供できることである。第 2は、
1945 年を境に東アジア思想史がそれぞれの
国民国家単位の記述に単線化される現状に
対して、東アジアの思想連鎖に基づいた国民
国家を超える思想史を執筆することが可能
になることである。 
 
(10) 狭隘化したアジアナショナリズムを克
服するヒントが、アジア・ディアスポラと転
向体験に関する本研究の成果には含まれて
いるということができる。 
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